第　学年　学級活動　学習指導案

１　議題
　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　学級活動(　)

２　第　学年および第　学年の評価規準
	[bookmark: _Hlk22461227]観点
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に取り組む態度

	
評
価
規
準
	
	
	



３　生徒指導の三つの視点を生かした活動
	視点
	自己存在感を与えること
	共感的な人間関係を育成すること
	自己決定の場を与えること

	
活

動

	
	
	


　　　※「４ 事前の活動」「５ 本時の展開」「６ 事後の活動」において、重点をおく視点に◎印を明記する。
　　　（存：自己存在感を与えること　共：共感的人間関係を育成すること　決：自己決定の場を与えること）

４　事前の活動（本時に至るまでの活動の流れ）
　　【計画委員会の活動】
	日時
	児童の活動
	指導上の留意点
	生徒指導の視点
	目指す児童の姿
【評価方法】

	
	
	
	存
	共
	決
	

	[bookmark: _Hlk17044248]




	
	
	
	
	
	

	




	
	
	
	
	
	

	




	
	
	
	
	
	



５　本時の展開
(１)　本時のねらい

(２)　児童の活動計画
	第〇回　　年　学級会　活動計画　　　　　　　　　　　　　　　〇〇年〇月〇日(〇)　〇時間目

	議　題
	

	提案理由
(○○さん)
	

	司会グループ
	司　　会　：
黒板記録　：
ノート記録： 

	話合いのめあて
	



	話合いの順序
	気を付けること
	準　備

	１　はじめの言葉


２　計画委員の紹介


３　議題と提案理由の確認


４　話合いのめあての確認


５　話合い
　話し合うこと①
「　　　　　　　」



　話し合うこと②
「　　　　　　　」



６　決まったことの発表


７　ふり返り


８　先生の話


９　おわりの言葉

	
	




(３)　教師の活動計画
	学習活動
	指導上の留意点
	生徒指導の視点
	目指す児童の姿
【評価方法】

	
	
	存
	共
	決
	

	１　はじめの言葉

２　計画委員の紹介

３　議題の確認

４　提案理由や話合いのめあての確認

５　話合い
　話し合うこと①
「　　　　　　　」




　話し合うこと②
「　　　　　　　」





６　決まったことの発表

７　振り返り

８　先生の話

９　おわりの言葉
	
	
	
	
	



６　事後の活動
	日時
	児童の活動
	指導上の留意点
	生徒指導の視点
	目指す児童の姿
【評価方法】

	
	
	
	存
	共
	決
	

	


	
	
	
	
	
	

	


	
	
	
	
	
	

	


	
	
	
	
	
	





【作成例】第６学年　学級活動　学習指導案

１　議題
　　「みんなで声をかけ合ってできる遊びの計画を立てよう」
　　　　学級活動(１)ア　学級や学校における生活上の諸課題の解決

２　第５学年および第６学年の評価規準
	観点
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に取り組む態度

	
評
価
規
準
	・学級や学校の生活上の諸課題を自発的、自治的に話し合って解決することや他者と協働して取り組むことの大切さを理解し、合意形成の手順や活動の方法を身に付けている。
	・お互いの意見や考えの違いを尊重し、互いのよさや可能性を生かす関係をつくるように考えながら実践している。
	・学級や学校における人間関係を自主的、実践的によりよいものへと形成しようとしている。



３　生徒指導の三つの視点を生かした活動
	視点
	自己存在感を与えること
	共感的な人間関係を育成すること
	自己決定の場を与えること

	
活

動
	・自分の意見をもち、話合いに
参加する。
・自分の役割を明確にし、会に
意欲的に取り組む。

	・友達の意見のよさに気付く。
・友達のよい姿を見付ける。
	・いろいろな意見のよさや課題を比べながら、自分の考えを決める。


　　　※「４ 事前の活動」「５ 本時の展開」「６ 事後の活動」において、重点をおく視点に◎印を明記する。
　　　（存：自己存在感を与えること　共：共感的人間関係を育成すること　決：自己決定の場を与えること）

４　事前の活動（本時に至るまでの活動の流れ）
　　【計画委員会の活動】
	日時
	児童の活動
	指導上の留意点
	生徒指導の視点
	目指す児童の姿
【評価方法】

	
	
	
	存
	共
	決
	

	
	・前回の話合いで提案された内容について、話し合うことを確認する。

	・選定した議題を、学級全員に
知らせ、承認を得るように指導する。

	









◎
	
	
	









・よりよい学級生活をつくるために、学級全員の意見を取り上げ、話し合おうとすることができる。【学級会シート、観察】

	
	・学級会の進行の仕方を相談し、活動計画(提案理由、めあて、話し合うこと)を作成する。

	・提案者の思いや願いが、学級
全体の課題となるように、提案理由をより具体的に作成するように助言する。
	
	
	
	

	
	・学級会シートを読み、書
かれた意見を整理する。
	・出された意見から話合いの見
通しがもてるように助言する。
・必要に応じて、学級全員の意見
を取り上げることができるよ
うに短冊に記入させる。
	
	
	
	


５　本時の展開
(１)　本時のねらい
　　　学級全員が仲よくするにはどんな遊びをすればよいかを考えることで、互いのよさやがんばりに気付き、さらにつながりを深めようとすることができる。

(２)　児童の活動計画
	第〇回　６年　学級会　活動計画　　　　　　　　　　　　　　　〇〇年〇月〇日(〇)　〇時間目

	議　題
	みんなで声をかけ合ってできる遊びの計画を立てよう

	提案理由
(○○さん)
	前回の話合いで、学級のみんなが今以上に仲よく過ごすことができるために、「みんな遊びをする」ということに決まり、私たち遊び係(どんぐりコロコロ)が遊びの運営をすることになりました。
みんなの意見にもあったように、声をかけ合ってできる遊びをやれば、もっともっとみんながわかり合えるようになり、学級がさらに居心地のよい場所になると思うので、みんなに遊びを考えてほしいと思い、提案しました。

	司会グループ
	司　　会　：○○さん、○○さん
黒板記録　：○○さん、○○さん
ノート記録：○○さん

	話合いのめあて
	みんなの意見のよいところを取り入れて、みんなで声をかけ合ってできる遊びを考えよう



	話合いの順序
	気を付けること
	準　備

	１　はじめの言葉

２　計画委員の紹介


３　議題と提案理由の確認

４　話合いのめあての確認

５　話合い
　話し合うこと①
「何をするか決める」

　話し合うこと②
「どんなルールにするか決める」





６　決まったことの発表

７　ふり返り

８　先生の話

９　おわりの言葉
	・大きな声ではっきりと言う。(司会)

・一人ずつ役割と名前、めあてをしっかりと紹介する。
・大きな声ではっきりと言う。(司会)

・なぜ、この議題で話し合うのか、提案理由をもとに説明する。(提案者)



・司会グループ用進め方シートを参考にして、話合いを進行していく。
・学級全員の意見を短冊に書いてはり出し、意見を比べ合う活動から始める。
・発言者にはマイクを持って、話してもらう。
・賛成や反対の意見ではなく、意見のよさや課題を出し合ってもらったあと、課題を解決する方法を考えてもらう。
・提案理由を確認しながら、話合いを進める。
・決定する前には、心配なことや気になることがないかを確認するために、気持ちカードをあげてもらう。

・短い言葉でまとめて発表する。(ノート記録)

・学級みんなのことを考えることができた場面を確認するために、時間があれば、２・３人に発表してもらう。


・学級みんなで決定できてよかったことなどを話すようにする。(司会)
	・司会グループ用進め方シート
・学級会シート














・気持ちカード


(３)　教師の活動計画
	学習活動
	指導上の留意点
	生徒指導の視点
	目指す児童の姿
【評価方法】

	
	
	存
	共
	決
	

	１　はじめの言葉

２　計画委員の紹介

３　議題の確認

４　提案理由や話合いのめあての確認

５　話合い
　話し合うこと①
「何をするか決める」






　話し合うこと②
「どんなルールにするか決める」









６　決まったことの発表
７　振り返り




８　先生の話







９　おわりの言葉
	

・自分のめあてが言えるように、事前
に指導する。


・提案者の思いや願いであるとともに学級全員の課題であることを確認する。

・事前に短冊を掲示することにより、
学級全員で共通理解できるようにしておく。
・意見に対して賛成や反対をするだけでなく、意見のよさや課題を出し合うなかで、課題を解決できる方法を考え、一つひとつの意見を丁寧に扱うことができるようにする。
・決定前には、気持ちカードを活用し
児童の気持ちを確認することにより、心配なことや気になることを取り上げるようにする。
・「意見を組み合わせる」「少しずつ取
り入れて全部行う」「共感的に理解し、譲る」など、折り合いを付けて意見をまとめられるよう助言する。
・進行がうまくいかないときには、司
会が何に困っているかを確認し、方向性を示唆する。


・学級会シートを使って、友達の意見
を大切にしながら話し合うことができたかなどを自己評価するとともに、相互評価もするように助言する。

・終末の助言では、①合意形成したこ
とへの価値付けや友達のことを考えた発言・態度への称賛、②計画委員へのねぎらい、③今後の見通しや実践に向けての意欲付け等について簡潔に述べる。また、前回の話合いと比べての変容についても称賛する。

・提案者に本時の感想を述べる場を設け、友達を大切にできた場面に触れるように助言する。
	









◎












	












◎

















◎







	

















◎



◎
	












・友達の意見を大切にしながらも、自分の意見を正直に伝え、学級にとってよりよい意見にまとめようとすることができる。【観察、学級会シート】



・提案理由を意識しながら、自分の意見を伝えることができる。【観察】















[bookmark: _GoBack]６　事後の活動
	日時
	児童の活動
	指導上の留意点
	生徒指導の視点
	目指す児童の姿
【評価方法】

	
	
	
	存
	共
	決
	

	


	・決まったことを学級活動掲示コーナーに掲示する。

	・学級会で決まったことの要点をわかりやすくまとめて書くよう計画委員に助言する。

	◎
	




◎





◎
	
	・会の準備や本番の活動に意欲的に取り組もうとしている。【観察】


・合意形成したことをもとにみんなで協力し、進んで活動に取り組むことができる。【観察、振り返りカード】


	

	・役割分担を行い、会の準
備をする。

	・それぞれの持ち場で、協力して活動している児童の姿を学級に広げるために、朝の会に状況を報告し合う。


	
	
	
	

	


	・イベントを実施し、事後
の振り返りをする。

	・イベントを実施するなかで見付けた友達のよいところについて認められるように助言する。
	
	
	
	



